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伊 藤 り さ

『梨園之秋』と『芦のそよぎ』　
―鳥熊芝居の資料二点

国立国会図書館の蔵書から

　

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
か
ら
十
九
年
に
か

け
て
、
東
京
で
大
評
判
と
な
っ
た
歌
舞
伎
興
行
が

あ
っ
た
。
本
郷
・
春
木
座
で
行
わ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
鳥
熊
芝
居
」
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
五
月
か

ら
翌
年
三
月
ま
で
、
一
年
足
ら
ず
の
期
間
な
が
ら
、

そ
れ
ま
で
の
東
京
の
大
劇
場
の
興
行
方
式
と
は
全

く
違
う
、
上
方
風
の
興
行
方
法
と
徹
底
し
た
観
客

サ
ー
ビ
ス
、
破
格
の
低
料
金
に
加
え
、
役
者
も
そ

れ
な
り
の
陣
容
を
揃
え
て
い
る
と
あ
っ
て
、
大
変

な
人
気
を
集
め
た
。「
鳥
熊
」
は
、
こ
の
芝
居
を
仕

掛
け
た
大
阪
の
興
行
師
「
鳥
屋
熊
吉
」
の
名
に
拠
っ

て
い
る
。

　

古
典
籍
資
料
室
で
は
、
こ
の
興
行
の
番
附
・
切
符
・

配
布
物
の
ほ
か
、
劇
場
内
で
用
い
ら
れ
た
様
々
な
道

具
な
ど
を
筆
写
し
た
『
梨
園
之
秋
』
と
い
う
資
料
を

所
蔵
し
て
い
る
。編
者
は
竜
田
秋
錦
。序
文
に
よ
れ
ば
、

鳥
熊
芝
居
の
上
方
風
が
物
珍
し
く
、
広
告
か
ら
場
内

の
配
布
物
に
至
る
ま
で
何
で
も
か
ん
で
も
集
め
た
が
、

「
た
ゞ
に
忽

か
い
や
ら
ん棄も
さ
す
が
な
れ
は
の
ち
〳
〵
に
い
た

り
同
好
諸
諺
の
弄
戯
の
一
助
に
も
な
ら
ん
か
と
」
摸

写
し
た
も
の
と
言
う
。

　

こ
の
資
料
は
歌
舞
伎
研
究
者
ら
に
は
つ
と
に
知

ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
実
は
、
当
館
で
は
こ
の

『
梨
園
之
秋
』
と
そ
っ
く
り
の
資
料
を
も
う
一
冊
所

蔵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
書
名
は
『
芦
の
そ
よ
ぎ
』。

『
梨
園
之
秋
』
と
比
較
す
る
と
、
筆
写
の
字
配
り

等
、
細
部
の
体
裁
は
異
な
る
も
の
の
、
内
容
は
ほ

今 月 の 一 冊

梨園之秋
竜田秋錦編輯　［書写地不明］［書写者不明］１冊 ＜当館請求記号 205-107＞

芦のそよき
竜田秋錦編輯　［書写地不明］［書写者不明］１冊 ＜当館請求記号 232-276＞

宣伝ビラ「當ル四月吉日ゟ（より）本郷春木町春
木座繪番附」の写し。『芦のそよぎ』より
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ぼ
同
一
と
言
っ
て
よ
い
。
題
簽
の
書
名
が
異
な
る

が
、
い
ず
れ
の
資
料
も
巻
頭
書
名
（
本
文
の
最
初

に
記
載
さ
れ
た
書
名
）
は
「
芦
の
そ
よ
ぎ
」
な
の
で
、

む
し
ろ
そ
ち
ら
が
正
式
な
書
名
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

蔵
書
印
や
書
入
れ
か
ら
、『
梨
園
之
秋
』
は
明

治
時
代
の
劇
評
家
、
幸
堂
得
知
（
一
八
四
三
～

一
九
一
三
）
と
築
地
海
運
橋
傍
の
紙
商
、
楢
崎
海

運
（
～
一
九
〇
〇
）
が
、『
芦
の
そ
よ
ぎ
』
は
浮
世

絵
商
、
小
林
文
七
（
一
八
六
一
～
一
九
二
三
）
が

所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
こ
の
二
冊
は
同
じ
箇
所

を
同
じ
よ
う
に
訂
正
し
た
跡
が
あ
る
。
い
ず
れ
に

も
朱
字
や
貼
紙
な
ど
で
訂
正
を
施
し
た
箇
所
が
あ

る
の
だ
が
、
そ
れ
が
両
者
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
要

す
る
に
、
底
本
の
間
違
い
を
一
旦
そ
の
ま
ま
筆
写

し
た
上
で
、
わ
ざ
わ
ざ
訂
正
し
て
い
る
わ
け
だ
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、『
梨
園
之
秋
』
に
は
同
じ

文
章
を
重
複
し
て
写
し
て
し
ま
っ
て
い
る
箇
所
が

あ
る
が
、
一
方
の
『
芦
の
そ
よ
ぎ
』
は
、
そ
の
部

分
を
写
し
損
ね
て
文
章
が
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て

い
る
（
し
か
も
、
一
文
ま
る
ま
る
抜
け
て
い
る
の

で
は
な
く
、
文
章
の
途
中
か
ら
写
し
て
い
る
の
で
、

文
そ
の
も
の
が
成
り
立
っ
て
い
な
い
。）（
左
ペ
ー
ジ

参
照
）。
と
も
に
同
じ
箇
所
を
写
し
損
ね
て
い
る（
ミ

ス
の
性
質
は
異
な
っ
て
い
る
が
）
こ
と
か
ら
想
像

す
る
と
、
底
本
の
こ
の
部
分
に
、
用
箋
の
破
損
や

右上から時計まわりに、場内係「お梅」のそろいの浴衣の
柄、お茶セット、幕間が10 分であることを伝える案内、入
場券の裏に刷られた割引案内。『梨園の秋』より

■ここが魅力！鳥熊芝居■

●毎月新しい演し物で興行（通常、大劇場は毎月演目を変えることはしなかった）。

●安価な入場料（6 銭）。前売りはせず、当日の先着順に販売（桟敷席は前売りあり）。早朝に
来場した客には割引券（次回は 3 銭で観劇できる）を進呈。

●入場料以外の敷物代などは不要。

●芝居茶屋 * は通さない。湯茶は無料。弁当持参可（場内でも弁当や菓子などを販売）。

●下駄を無料で預かり、きれいに洗って風呂敷に包み、預かり札と引き換えに返却。

●客の用事を承る「お梅」という女性の場内係を配置。祝儀は不要。（右上図参照）
　＊劇場の付近で、観客の案内・食事・休憩などの世話をした施設。上等席の切符の手配もした。
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文
字
・
行
の
乱
れ
な
ど
と
い
っ
た
何
ら
か
の
不
備

が
あ
り
、
目
移
り
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
梨

園
之
秋
』『
芦
の
そ
よ
ぎ
』
と
も
に
、
竜
田
秋
錦
の

手
に
よ
る
原
本
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
二
冊

と
も
概
ね
非
常
に
よ
く
で
き
た
写
し
で
あ
る
。

　

訂
正
の
状
態
も
そ
の
ま
ま
筆
写
す
る
と
言
っ
た

態
度
か
ら
は
、
底
本
を
忠
実
に
写
し
取
ろ
う
と
す

る
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
二
冊
に
は
筆
勢
な
ど
で

も
共
通
す
る
面
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
同
一
人
物
に
よ
る
写
し
な
の
か

（
秋
錦
自
身
が
手
控
え
な
ど
と
し
て
作
成
し
た
可
能

性
も
な
く
は
な
か
ろ
う
）、
単
に
筆
勢
も
真
似
て
別

の
と
き
に
写
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
様
々
な
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
点
の
究
明
は
今

後
の
専
門
家
の
研
究
に
俟
ち
た
い
と
思
う
。

　

鳥
熊
芝
居
は
、
斬
新
な
上
演
形
態
や
低
料
金
、

客
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
当
時
の
東
京
の
民
衆

を
大
い
に
ひ
き
つ
け
、
注
目
を
集
め
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
「
ま
と
め
」
資
料
が
作
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
情
報
は
恐
ら

く
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
甚
だ
新
鮮
に
感
じ

ら
れ
た
事
柄
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
紙
面
を
眺
め

な
が
ら
、
鳥
熊
芝
居
が
な
ぜ
そ
ん
な
に
も
当
時
の

観
客
を
魅
了
し
た
の
か
、
想
像
し
て
み
る
の
も
一

興
で
あ
ろ
う
。

○参考文献
文京ふるさと歴史館編『本郷座の時代（平成８年度特
別展図録）』文京区教育委員会、平成 8年
川添裕「勢州松坂鳥屋熊吉（上）」『歌舞伎　研究と批 
評』27（平成13年6月）
服部幸雄「鳥熊芝居の興行」『歌舞伎の原郷』吉川弘
文館、平成19年

『芦のそよぎ』。『梨園の秋』の画像の1
行目最下部「外」から、4 行目2文字目 

「 」ゝまでが抜けている。

『梨園の秋』。朱線で消した箇所の最後の部分
が、「つゝ 外に」となっており、文章がつながっ
ていない。丁が変わる箇所で目移りしたもの
か、この前後で同じ箇所を2度筆写している。
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国
立
国
会
図
書
館
は
、
蔵
書
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
資

料
を
「
貴
重
書
」「
準
貴
重
書
」
に
指
定
し
て
い
ま
す（

１
）。

平
成
30
年
2
月
21
日
、
和
漢
書
６
点
、
洋
書
１
点
の
計

７
点
を
貴
重
書
に
、
和
書
１
点
を
準
貴
重
書
に
指
定
し
、

累
計
で
貴
重
書
は
１
３
０
２
点
、
準
貴
重
書
は
７
９
７

点
と
な
り
ま
し
た
。         （
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
）

　
『
東
國
輿
地
勝
覽
』
は
、
朝
鮮
の
官

撰
地
誌
書
で
す
。
書
名
の
「
東
国
」
は

朝
鮮
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
郡
県
ご
と

に
建
置
沿
革
、
山
川
、
風
俗
、
人
物
な

ど
の
項
目
を
立
て
て
、
朝
鮮
全
土
の
地

理
を
詳
述
す
る
形
式
は
中
国
の
地
誌
書

に
倣
っ
た
も
の
で
す
が
、
全
体
に
詩
文

を
多
く
引
用
す
る
点
な
ど
に
は
本
書
の

独
自
性
が
窺
え
ま
す
。

　
『
東
國
輿
地
勝
覽
』
は
、
成
宗
12

（
１
４
８
１
）
年
に
50
巻
本
が
編
纂
さ

れ
て
以
降
、
何
度
か
増
補
改
訂
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
現
在
普
及
し
て
い
る
の

は
、
光
海
君
３
（
１
６
１
１
）
年
か
ら

４
年
に
か
け
て
印
刷
さ
れ
た
『
新
增
東

國
輿
地
勝
覽
』
55
巻
で
す
。
本
書
は
燕

山
君
５
（
１
４
９
９
）
年
に
成
立
し
、

同
８
年
頃
ま
で
に
印
刷
さ
れ
た
55
巻
本

の
一
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
印
刷
に
用

い
ら
れ
て
い
る
の
は
癸
丑
字
（
成
宗
24

（
１
４
９
３　

癸
丑
）
年
に
鋳
造
）
と

呼
ば
れ
る
銅
活
字
で
、
大
振
り
の
美
し

い
書
体
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
版

は
燕
山
君
の
末
年
に
い
た
っ
て
民
間
で

私
蔵
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
と
い
わ

れ
、
そ
の
た
め
か
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

本
書
は
巻
24
の
み
の
端
本
で
す
が
、

他
に
所
蔵
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
朝
鮮

地
誌
お
よ
び
朝
鮮
本
の
研
究
に
お
い
て

貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

東國輿地勝覽　卷24
＜請求記号　WA36-12 ＞
( 朝鮮 ) 盧思愼 等奉勅撰　( 朝鮮 ) 金宗直 等修　( 朝鮮 ) 成俔 等再修　[ 燕山君 8 
(1502) 頃 ]
1 冊　大きさ36.5 × 21.8cm
銅活字 ( 癸丑字 ) 印本　版心書名 : 東覽　四周双辺　有界　毎半葉 8 行毎行
16 字　注小字双行　版心「東覽二十四 ( 丁付 )」　双魚尾　黒口　青色無地
表紙　五針眼訂法　燕山君 5 年成立 同 8 年内賜刊本と同版　印記 : 明治九年
文部省交付 , 東京書籍館明治五年文部省創立 TOKIO LIBRARY. FOUNDED BY 
MOMBUSHO 1872

1　「国立国会図書館貴重書指定基準」「国立国会図書館準貴重書等指定基準」
の規定に基づき、館内の貴重書等指定委員会が行っている。

第
53
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介

表紙 巻頭
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『
漕
運
通
志
』
は
、
中
国
に
お
け
る

漕
運
の
歴
史
を
述
べ
た
書
物
で
す
。
漕

運
と
は
、自
然
河
川
や
運
河
を
使
っ
て
、

租
税
収
入
の
穀
物
な
ど
を
地
方
か
ら
都

へ
輸
送
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
陸
運

は
船
に
比
べ
て
費
用
が
か
さ
み
、
海
運

は
海
難
や
海
賊
の
危
険
が
あ
る
た
め
、

漕
運
は
中
国
の
歴
代
王
朝
に
と
っ
て
重

要
な
制
度
で
し
た
。

　

著
者
の
楊
宏
は
、
明
・
嘉
靖
年
間

（
１
５
２
２
‐
１
５
６
６
）
の
初
め
、

漕
運
の
責
任
者
の
職
に
あ
り
ま
し
た
。

序
文
に
よ
れ
ば
、
職
務
の
か
た
わ
ら
草

稿
を
作
成
し
、
さ
ら
に
謝
純
と
い
う
人

物
に
確
定
稿
を
作
ら
せ
た
と
言
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、
漕
運
制
度
全
体
を

系
統
立
て
、
ま
た
漢
代
か
ら
明
代
ま
で

包
括
的
に
記
述
し
た
も
の
で
、
他
の
書

物
に
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
情
報
も
収
録

さ
れ
て
い
る
と
の
評
価
が
あ
り
ま
す
。

　

現
存
す
る
『
漕
運
通
志
』
は
、
本
書

の
ほ
か
、
中
国
国
家
図
書
館
の
所
蔵
本

が
知
ら
れ
る
の
み
で
す
。
両
者
に
は
異

な
る
箇
所
が
複
数
あ
り
、
内
容
か
ら
見

て
、
本
書
の
方
が
早
い
時
期
に
印
刷
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
書
に
は
欠

巻
・
欠
丁
が
多
い
も
の
の
、
今
後
本
文

の
詳
細
な
調
査
が
進
め
ば
、『
漕
運
通

志
』
の
改
訂
過
程
を
解
明
す
る
手
が
か

り
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

漕運通志　卷1-9
＜請求記号　WA35-100 ＞
( 明 ) 楊宏 , 謝純 撰　嘉靖 7[1528] 序
3 冊　大きさ27.5 × 17.5cm
序題 : 漕運志　嘉靖 4 年謝純序 , 嘉靖 7 年廖紀序 , 嘉靖 9 年唐龍序 ( 補配 )あ
り　五針眼訂法　左右双辺　郭内 21.0 × 14.3cm　有界　毎半葉 8 行 22 字　
注文小字双行　上黒魚尾　白口　巻 9 第 2 丁以降欠 , 巻 10 欠 , その他欠丁
多数 , 補鈔 , 補配あり　印記 : 明治九年文部省交付 , 東京書籍館明治五年文
部省創立 TOKIO LIBRARY.FOUNDED BY MOMBUSHO 1872

内表紙

巻1巻頭巻8巻末
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『
碁
經
』
は
、慶
長
年
間
（
１
５
９
６

‐
１
６
１
５
）
に
刊
行
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
、
日
本
で
最
初
の
囲
碁
書
の
版
本

で
す
。
本
書
は
慶
長
12
（
１
６
０
７
）

年
の
刊
語
を
持
ち
ま
す
が
、
刊
語
を
持

た
な
い
別
版
も
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た

同
時
代
の
日
記
等
か
ら
本
書
刊
行
以
前

に
写
本
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

著
者
の
本
因
坊
算
砂
（
１
５
５
８
‐

１
６
２
３
）
は
安
土
桃
山
・
江
戸
初
期

の
僧
・
囲
碁
棋
士
で
す
。
日
海
と
称
し
、

京
都
寂
光
寺
の
塔
頭
本
因
坊
に
住
み
ま

し
た
。
の
ち
に
本
因
坊
算
砂
を
名
乗

り
、
江
戸
幕
府
か
ら
俸
禄
を
受
け
、
囲

碁
の
家
元
本
因
坊
家
の
初
世
と
な
り
ま

し
た
。

　

内
容
は
詰
碁
（
囲
碁
で
一
部
分
の
死

活
を
問
う
問
題
）
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
手
筋
（
あ
る
局
面
で
必
要
に

し
て
有
効
な
着
手
。
ま
た
、
あ
る
形
で

好
手
と
好
手
が
連
な
る
さ
し
手
）
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
算
砂
自
身
の
考
案

に
よ
る
も
の
が
中
心
と
さ
れ
ま
す
が
、

中
国
の
囲
碁
書
『
玄
玄
碁
経
集
』
を
も

と
と
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
日
本
に
お
け
る
囲
碁
書
出

版
の
嚆
矢
と
し
て
出
版
文
化
史
上
、
重

要
な
意
義
を
有
す
る
資
料
と
い
え
ま

す
。

　

碁經
< 請求記号　WA7-289 ＞
本因坊算砂 [ 著 ]　 慶長 12 [1607]
1 冊　大きさ26.5 × 19.8cm
書名は版心書名による　題簽書名 : 本因坊定石作物（角書 : 
算砂）　刊語「右一冊定石并作物一百 / 五十餘科雖有浅深 /
厚薄非口傳者難識 / 量歟所詮不可不習傳之者乎 / 慶長十二丁
未十二月五日/ 本因坊算砂 ( 方形黒印 )」　四周双辺　版心「碁
經 ( 丁付 )」　双魚尾　大黒口　栗皮表紙　帙・箱入り　印記 : 
月明荘 [ ほか ]

刊語

14丁裏ー15丁表
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『
止
觀
義
例
隨
釋
』
は
、
中
国
天
台

宗
の
開
祖
智
顗
の
『
摩
訶
止
觀
』
を
研

究
し
た
『
止
觀
義
例
』（
唐
の
湛
然
の

著
作
）
を
、
宋
の
處
元
（
１
０
３
０
‐

１
１
１
９
）
が
さ
ら
に
注
釈
し
た
も
の

で
す
。

　

本
書
は
江
戸
時
代
初
期
の
元
和
２

（
１
６
１
６
）
年
に
比
叡
山
で
刊
行
さ

れ
た
古
活
字
版
で
す
。
比
叡
山
は
東
塔
、

西
塔
、
横
川
の
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ

ま
す
が
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
西

塔
の
南
谷
で
、
西
塔
の
刊
記
の
あ
る
古

活
字
版
と
し
て
は
最
初
期
の
も
の
で

す
。

　

比
叡
山
東
塔
の
月
蔵
坊
に
お
い
て

は
、
慶
長
９
（
１
６
０
４
）
年
か
ら
12

年
に
か
け
て
『
毛
詩
』
の
活
字
版
の

出
版
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
舟
橋
秀
賢

（
１
５
７
５
‐
１
６
１
４
）
の
日
記
『
慶

長
日
件
録
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
書
に
は
そ
れ
と
同
一
の
活
字
と
見
ら

れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
注
目
さ
れ

ま
す
。
東
塔
で
『
毛
詩
』
の
出
版
に
使

用
さ
れ
た
活
字
が
西
塔
に
引
き
継
が
れ

て
本
書
に
使
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
比
叡
山
に
お
け
る
古
活

字
版
出
版
の
経
緯
を
知
る
上
で
、
興
味

深
い
資
料
で
す
。

　

今
回
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
た
資
料
に

は
「
山
門
長
壽
院
」（
横
川
飯
室
谷
の

長
寿
院
）、「
山
門
大
林
院
蔵
本
」（
横

川
戒
心
谷
の
大
林
院
）
の
印
記
が
あ
り
、

横
川
の
僧
坊
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

止觀義例隨釋　6卷
＜請求記号　WA7-290 ＞
( 宋 ) 處元 述　元和 2 [1616]
3 冊　大きさ28.3 × 19.5cm
古活字版　叡山版　版心書名 : 隨釋　小口書 : 義例隨釈　刊記あり「于時元和二
[ 丙 / 辰 ] 曆仲秋上句 / 於山門西塔南谷摺刊之」( 巻 1 巻末 ), 「于時元和二 [ 丙 / 辰 ] 曆
孟冬下旬 / 於山門西塔南谷摺之」( 巻 6 巻末 )　 四周双辺　有界　毎半葉 8 行毎行
20 字　注小字双行　上下花魚尾　大黒口　版心「隨釋一 (- 六 ) ( 丁付 )」　巻 4 第
12 丁欠　墨書 , 朱書による訓点等の書入れあり　印記 : 山門長壽院 , 山門大林院藏
本

『止觀義例隨釋』『毛詩』の欠損活字例

『止觀義例隨釋』
元和2（1616）年刊

『毛詩』【WA7-254】
[慶長年間（1596～

1615）年]刊

巻3　32丁表　2行目 巻20　15丁裏　5行目

巻16　8丁裏　2行目巻3　19丁裏　3行目

巻19　16丁裏　6行目巻1　29丁裏　7行目

巻6巻末
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『
王
澤
不
渴
鈔
』
は
、
鎌
倉
時
代
後

期
に
成
立
し
た
、
漢
詩
・
漢
文
を
作
る

た
め
の
作
法
書
で
す
。
同
様
の
手
引
書

と
し
て
は
、
平
安
時
代
中
期
に
成
立

し
、
室
町
時
代
末
期
に
か
け
て
増
補
改

訂
さ
れ
た
『
作
文
大
体
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
本
書
は
読
者
の
理
解
を
容
易

に
す
る
た
め
、
主
人
と
客
が
交
わ
す
問

答
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。
真
言
宗
の
僧
、良
季（
１
２
５
１

‐
？
）
の
撰
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
撰

者
を
他
の
人
物
と
す
る
説
も
あ
る
よ
う

で
す
。
写
本
や
版
本
で
流
通
し
、
後
の

類
書
に
も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

今
回
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
た
『
王
澤

不
渴
鈔
』
２
種
は
、
と
も
に
元
和
10

（
１
６
２
４
）
年
に
浄
善
に
よ
っ
て
刊
行

さ
れ
た
古
活
字
版
で
す
。
浄
善
は
江
戸
時

代
初
期
に
高
野
山
で
活
字
出
版
を
行
っ
て

い
た
人
物
で
す
。

　

請
求
記
号〈
Ｗ
Ａ
７
‐
２
９
１
〉と〈
Ｗ

Ａ
７
‐
２
９
２
〉
は
、
同
じ
内
容
の
刊
記

を
持
ち
、
本
文
の
字
配
り
も
一
致
し
て
は

い
る
も
の
の
、
刊
記
の
表
記
、
版
心
の
形

式
、
本
文
の
活
字
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
が

異
な
る
別
版
で
す
。古
活
字
版
に
お
い
て
、

刊
行
者
名
と
刊
行
年
月
日
が
と
も
に
一
致

す
る
別
版
が
あ
る
こ
と
は
珍
し
く
、
書
誌

王澤不渴鈔　2巻
＜請求記号　WA7-291 ＞
[ 良季 ] [ 編 ]　浄善　元和 10 [1624]
2 冊　大きさ27.2 × 18.9cm
古活字版　高野版　巻末書名 : 王澤不渇抄 ( 上巻 ), 王澤不渴抄
( 下巻 )　版心書名 : 王　小口書 : 王澤鈔　無辺無界　毎半葉 9
行毎行 19 字　注小字双行　頭注小字双行　版心 : 3 種あり, い
ずれも魚尾の形は三角形 2 つ ( 黒色 , 頂点で上下に対向 )　栗
皮表紙　虫損 , 綴じ糸切れあり　上巻見返しに七言律詩 ( 題「賦
雪」), 本文に訓点 , 頭注 , 傍注の書き入れあり　上下巻表紙に

「主深勢」(白字書き入れ )(「賢範良俊房」( 墨書 ) に上書き), 
上下巻末に「賢範良俊房」( 墨書 ), 下巻裏表紙見返し及び背に

「深勢房増椿」( 墨書 )と書き入れあり

<WA7-291>（左）版心　（上）下巻刊記
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学
的
に
興
味
深
い
事
例
で
す
。

　

な
お
、
従
来
、
浄
善
に
よ
る
古
活
字

版
『
王
澤
不
渴
鈔
』
の
完
本
は
、
石
川

武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
の

上
下
２
巻
本
の
み
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

〈
Ｗ
Ａ
７
‐
２
９
２
〉
は
、
こ
の
成
簣
堂

文
庫
所
蔵
本
の
同
版
の
完
本
で
す
。

　

一
方
、〈
Ｗ
Ａ
７
‐
２
９
１
〉
と
同

版
の
完
本
は
、
現
時
点
で
は
他
に
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
慶
應
義
塾
大

学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
は
、
成

簣
堂
文
庫
所
蔵
本
お
よ
び
〈
Ｗ
Ａ
７

‐
２
９
２
〉
と
同
版
の
『
王
澤
不
渴

鈔
』
の
下
巻
の
み
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
冒
頭
の
１
丁
は
、
版

心
の
形
式
の
相
違
か
ら
、
ほ
か
の
丁
と

は
異
な
る
版
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
し
て
〈
Ｗ
Ａ
７
‐
２
９
１
〉
の

下
巻
第
１
丁
が
こ
れ
と
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、〈
Ｗ
Ａ
７
‐
２
９
１
〉
は
、
斯

道
文
庫
に
１
丁
分
の
み
残
る
別
版
の
完

本
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
掲
げ
た
２
種
類
の
『
王
澤
不

渴
鈔
』
は
、
伝
本
が
少
な
い
こ
と
に
加

え
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
古
活
字

版
の
出
版
事
情
に
関
す
る
研
究
に
も
資

す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
、
貴
重
な
資
料

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

王澤不渴鈔　2巻
＜請求記号　WA7-292 ＞
[ 良季 ] [ 編 ]　浄善　元和 10 [1624]
2 冊 ( 合 1 冊 )　大きさ27.2 × 19.5cm
古活字版　高野版　巻末書名 : 王澤不渴抄　版心書名 : 
王 , 小口書 : 王□　無辺無界　毎半葉 9 行毎行 19 字　注
小字双行　頭注小字双行　版心 : 双魚尾 ( 花魚尾 ), 上下
黒口　栗皮表紙　虫損 , 綴じ糸切れ , 水濡れ跡あり　訓
点 , 頭注 , 傍注の書き入れあり

WA7-291と同版 斯道文庫所蔵本（下巻）
第1丁

WA7-292と同版 成簣堂文庫所蔵本
斯道文庫所蔵本（下巻）
第2丁以下

当館所蔵本と

成簣堂文庫本・斯道文庫本の対応関係

<WA7-292>（上）下巻刊記　（右）版心

版心とは…
袋綴の書物の前小口。紙
を二つ折した折り目にあ
たる。
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本
書
は
、
寛
永
（
１
６
２
４
‐

１
６
４
４
）
頃
に
刊
行
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
『
保
元
物
語
』
の
整
版
本
で
、

35
図
（
半
葉
）
の
挿
図
を
持
つ
丹
緑
本

で
す
。『
保
元
物
語
』
は
、
源
為
朝
を

中
心
に
、
保
元
の
乱
の
有
様
を
和
漢
混

交
文
に
よ
っ
て
描
い
た
軍
記
物
語
で
、

お
お
む
ね
鎌
倉
時
代
前
期
ま
で
に
成
立

し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

丹
緑
本
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
元
和

か
ら
万
治
（
１
６
１
５
‐
１
６
６
０
）

頃
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
墨
刷
り
の
挿

絵
に
丹
（
朱
）、
緑
、
黄
等
の
特
色
あ

る
筆
彩
色
を
施
し
た
版
本
で
す
。
中
で

も
丹
と
緑
と
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
近
代
に
な
っ
て
「
丹
緑
本
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
書

の
挿
絵
は
丹
、
緑
、
黄
、
紫
の
４
色
で

彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。
丹
緑
本
の
題
材

は
主
に
舞
曲
、
御
伽
草
子
、
説
経
節
・

古
浄
瑠
璃
等
で
す
。『
保
元
物
語
』
の

よ
う
な
軍
記
物
語
の
伝
本
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

丹
緑
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
４
０

種
の
作
品
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
当
館
で
は
約
20
種
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
本
書
は
、『
保
元
物
語
』
の
諸

本
研
究
、
江
戸
時
代
初
期
出
版
文
化
の

研
究
、
丹
緑
本
の
研
究
な
ど
に
寄
与
す

る
貴
重
な
資
料
と
言
え
ま
す
。

保元物語　3巻
＜請求記号　WB2-12 ＞
[ 寛永頃 ]
3 冊　大きさ27.8 × 18.9-27.8 × 19cm
丹緑本　巻第一巻頭書名 : 保元合戦記　版心書名 : 保元　挿絵全 35 図 ( 巻第一 11 図 巻第二 13
図 巻第三 11 図 )　字高 22-22.8cm　毎半葉 12 行 ( 巻第三目録のみ 11 行 )　空押し菱形模様濃紺
表紙　題簽剥落跡あり　書入れ多数あり　印記 : 戸窓藤原政登輯録 [ ほか 1 顆 ]

巻第3　36丁裏―37丁表

本文

巻第2巻頭
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『
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
注
釈
』
は
、

紀
元
１
世
紀
の
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
軍

医
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
が
書
い
た
『
薬

物
誌（

２
）』 

の
注
釈
書
で
す
。
16
世
紀
イ
タ

リ
ア
の
医
師
で
植
物
学
者
の
ピ
エ
ト

ロ
・
ア
ン
ド
レ
ア
・
マ
ッ
テ
ィ
オ
リ
が

著
し
ま
し
た
。『
薬
物
誌
』
は
様
々
な

植
物
、
動
物
、
鉱
物
の
薬
効
を
検
証
し

た
書
物
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
近
世
に

至
る
ま
で
医
学
・
薬
学
の
基
本
文
献
と

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
学
者
の
研
究
対

象
と
な
り
、
多
数
の
翻
訳
や
注
釈
書
が

出
版
さ
れ
る
中
で
、最
も
有
名
と
な
り
、

広
く
読
ま
れ
た
の
が
マ
ッ
テ
ィ
オ
リ
の

『
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
注
釈
』
で
し
た
。

初
版
の
イ
タ
リ
ア
語
版
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
、
１
５
４
４
）
は
本
文
の
み
で
し
た

が
、
１
５
５
４
年
の
ラ
テ
ン
語
版
以
降

の
諸
版
に
は
木
版
の
挿
図
（
お
も
に
植

物
図
）
が
豊
富
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
美
し
い
植
物
図
が
『
デ
ィ
オ
ス

コ
リ
デ
ス
注
釈
』
の
特
色
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
資
料
は
リ
ヨ
ン
の
大
手
書
籍
商

ギ
ヨ
ー
ム
・
ル
イ
エ
（
１
５
１
８
？
‐

１
５
８
９
）
が
１
５
７
９
年
に
出
版
し

た
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
第
２
版
で
す（

３
） 

。

　

標
題
紙
を
含
む
前
付
部
分
を
中
心
に

過
去
の
虫
損
被
害
が
目
立
ち
ま
す
が
、

多
数
の
植
物
図
は
ほ
ぼ
無
事
に
残
っ
て

い
ま
す
。

ピエトロ・アンドレア・マッティオリ
『ディオスコリデス注釈』（1579）

＜請求記号　WA44-16 ＞
Mattioli, Pietro Andrea, 1501-1577.　Commentaires de M. Pierre André Matthiole medecin senois, 
sur les six livres de Ped. Dioscor. Anazarbeen de la matiere medecinale : avec certaines tables 
medecinales, tant des qualités & vertus des simples medicamens, que des remedes pour toutes 
maladies, qui peuuent auenir au corps humain, comme außi des sentences, mots, & matieres 
traictees esdicts Commentaires / mis en François sur la derniere edition Latine de l'autheur, par M. 
Iean des Moulins docteur en medecine. et de nouueau reueuz par iceluy & augmentés, & enrichis de 
plusieurs pourtraicts plus qu'aux precedentes impressions : ensemble une table Latine & Françoise 
des noms des herbes contenues esdicts Commentaires. À Lyon : Par Guill. Rouille., 1579. 136 
unnumbered pages, 852 pages, 28 unnumbered pages : illustrations, portrait (woodcuts) ; 37.6 cm 
(folio)
Signatures: a-k⁶, l⁸, A-Z⁶, Aa-Zz⁶, AA-ZZ⁶, AAA-CCC⁶, DDD⁸. Woodcut title page. Woodcut portrait 
of Pietro Andrea Mattioli on title page verso.  Head-pieces, initials, tail-pieces.  "De la manière de 
distiller les eaux de toutes plantes"--Pages 849-852.  Library’s copy imperfect: leaves from e1 to g6 
are lacking.  Library’s copy imperfect: worm holes.  Includes indexes. 

2　  原文はギリシャ語。ラテン語書名De materia medicaにより、『マテリア・メディカ』と通
称される。

3　初版は1572年刊。

標題紙

アイリスの図（B3r）
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　「
あ
れ
、
付
箋
を
め
く
っ
た
状
態
の
画
像
が
な
い
ぞ
」

　「
綴
じ
の
部
分
に
一
行
隠
れ
て
い
な
い
か
な
」

　
こ
れ
は
〈
検
収
〉
と
呼
ば
れ
る
作
業
を
し
て
い
る
事
務

室
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　
今
号
の
月
報
で
は
、
古
典
籍
資
料
を
取
り
上
げ
た
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
登
場
す
る
古
典
籍
の
う

ち
い
く
つ
か
は
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」に
て
画
像
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
を
撮
影
し
、
そ
の
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
搭
載
す
る
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
〈
デ
ジ
タ
ル
化
〉
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
資
料
の
利
用
と
保
存
の
両
立
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
が
、
今
回
は
そ
の
舞

台
裏
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
撮
影
と
画
像
搭
載
に
必
要
な
メ
タ
デ
ー
タ
（
画
像
に
関

す
る
諸
情
報
を
記
載
し
た
デ
ー
タ
）
の
作
製
は
、
基
本
的

に
外
部
に
委
託
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
作
業
の

進
め
方
、
成
果
物
に
求
め
る
品
質
の
確
保
等
、
委
託
す
る

事
柄
を
細
部
に
わ
た
っ
て
仕
様
書
で
指
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
特
に
古
典
籍
は
そ
の
取
扱
い
に
注
意
を
要
す
る

も
の
が
多
く
、
今
回
の
作
業
対
象
資
料
の
留
意
点
（
紙
の

劣
化
が
激
し
い
、
付
箋
（
原
資
料
に
貼
付
さ
れ
、
註
記
等

が
な
さ
れ
た
小
紙
片
）
が
剥
が
れ
る
恐
れ
が
あ
る
等
）
が

受
託
業
者
に
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
気
を
遣
い
ま
す
。

　
作
業
開
始
後
も
様
々
な
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
特
に
古

典
籍
で
は
、
付
箋
や
挟
み
込
み
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
資
料

を
ど
ん
な
順
番
で
撮
影
す
る
の
か
、
一
画
像
に
収
ま
ら
な

い
大
き
な
絵
図
の
分
割
撮
影
の
方
法
等
々
、
実
際
に
撮
影

を
始
め
て
み
る
と
、
事
前
に
検
討
し
た
想
定
で
は
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て

は
作
業
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
、
受
託
業
者
と
密
に
連

絡
を
と
り
つ
つ
、
指
示
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　
撮
影
さ
れ
た
画
像
は
作
業
の
成
果
物
と
し
て
デ
ィ
ス
ク

に
収
め
ら
れ
て
納
品
さ
れ
、
外
部
委
託
に
よ
る
作
業
は
一

先
ず
終
了
し
ま
す
。
が
、「
古
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
は
、

実
は
こ
こ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。
冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
検

収
作
業
が
始
ま
る
の
で
す
。
納
品
さ
れ
た
画
像
が
仕
様
書

に
示
し
た
品
質
を
満
た
し
て
い
る
か
、
一
枚
ず
つ
確
認
し

ま
す
。
綴
じ
が
き
つ
い
資
料
の
ノ
ド
の
部
分
等
は
、
画
像

と
資
料
本
体
と
を
突
き
合
わ
せ
て
確
認
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

気
の
抜
け
な
い
作
業
で
す
。

　
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
開
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
資
料
は
、
お
よ
そ
七
万
点
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
さ
ら
に
多
く
の
資
料
を
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
日
も
モ
ニ
タ
ー
と
の
に

ら
め
っ
こ
が
続
き
ま
す
。   

（
人
文
課
古
典
籍
係
　
ド
ラ
親
父
）

モニター越しにみる古典籍
～デジタル化あれこれ～
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戯作者が見た江戸後期の相撲
立川焉馬の著した相撲関係資料

川本　勉
　

江
戸
時
代
後
期
、
相
撲
の
世
界
に
魅
入
ら
れ
、

相
撲
故
実
家
元
の
吉
田
追お

い
か
ぜ風（

二
〇
世
）に
従
い
、

式
守
鬼
一
郎
の
名
で
行
司
を
勤
め
、
数
種
の
相

撲
資
料
を
書
き
残
し
た
戯
作
者
が
い
た
。
そ
の

名
は
二
世
立た

て
か
わ川
（
烏う
て
い亭
）
焉え
ん
ば馬
（
一
七
九
二
～

一
八
六
二
）。
本
名
は
山
崎
甞（
賞
）次
郎（
通
称
、

助
右
衛
門
）。
石
川
雅ま

さ
も
ち望
（
狂
名
、
宿や
ど
や
の
め
し
も
り

屋
飯
盛
、

号
は
六
樹
園
）
の
社
中
に
あ
っ
て
、
狂
名
を
松

寿
楼
（
庵
）
永
年
と
い
い
、
猿
猴
坊
月
成
と
号

し
て
、
春
本
を
始
め
と
す
る
多
く
の
著
作
を
残

し
、
み
ず
か
ら
二
世
蓬
莱
山
人
帰
橋
、
二
世
近

松
門
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
。
南
町
奉
行
所
与
力

の
職
に
あ
り
な
が
ら
、
遊
蕩
の
た
め
家
督
を
弟

に
譲
り
、
深
川
に
隠
棲
し
、
気
楽
な
人
生
を
過

ご
し
た
趣
味
人
で
あ
っ
た
。

　

寛
政
期
（
十
八
世
紀
後
半
）
以
降
、
寺
社

の
修
理
、
再
建
の
た
め
に
室
町
時
代
か
ら
行

わ
れ
た
勧
進
相
撲
に
代
わ
っ
て
、
将
軍
の
命

に
よ
る
上
覧
相
撲
や
、
両
国
回
向
院
な
ど
で

開
催
さ
れ
た
勧
進
と
は
名
ば
か
り
の
営
利
目

的
の
興
行
相
撲
が
相
撲
人
気
を
一
層
高
め
た
。

さ
ら
に
、
焉
馬
が
相
撲
に
夢
中
に
な
っ
て
い

た
文
化
・
文
政
期
以
降
の
江
戸
は
庶
民
文
化

の
爛
熟
期
に
あ
た
り
、
歌
舞
伎
や
、
落
語
、

講
談
な
ど
で
も
相
撲
を
題
材
と
し
た
演
目
が

人
々
を
魅
了
し
た
。

　
『
力
競
表
裏 

相
撲
取
組
圖
繪
』（
資
料
四
）

が
刊
行
さ
れ
た
天
保
一
四
年
に
は
、
将
軍
家

慶
の
命
に
よ
る
上
覧
相
撲
が
、
江
戸
城
内
の

吹
上
苑
で
催
さ
れ
、
多
く
の
注
目
を
集
め
た
。

幕
臣
、
川
路
聖と

し
あ
き
ら
謨
の
『
遊
芸
園
随
筆
』
に
は
、

こ
の
時
、
横
綱
の
不し

ら
ぬ
い

知
火
と
、
名
人
と
う
た

わ
れ
た
大
関
の
剣つ

る
ぎ
や
ま山が
対
戦
し
、
勝
っ
た
不

知
火
に
弓
が
授
け
ら
れ
、
そ
の
弓
で
不
知
火

は
土
俵
上
で
鮮
や
か
に
弓
取
の
式
を
行
っ
た

旨
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
不
知
火
の
後
、

小
柄
な
が
ら
堅
実
な
相
撲
で
知
ら
れ
た
秀
ノ

山
が
横
綱
に
あ
が
る
な
ど
、
名
実
と
も
に
こ

の
時
期
は
現
代
の
大
相
撲
に
つ
な
が
る
、
興

行
と
し
て
の
相
撲
の
揺
籃
期
に
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
時
期
に
焉
馬
が
書
き
残
し
た
相

撲
資
料
は
、
人
気
を
博
し
た
相
撲
絵
と
同
様

に
、
娯
楽
と
し
て
の
相
撲
の
繁
栄
ぶ
り
が
生

き
生
き
と
感
じ
取
れ
る
。
ま
た
、
土
俵
入
り
、

化
粧
ま
わ
し
な
ど
現
在
に
も
継
承
さ
れ
て
い

る
相
撲
の
あ
り
よ
う
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
て
、
と
て
も
有
益
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
当
時
の
相
撲
人
気
の
一
端
を
、

二
世
焉
馬
の
著
し
た
当
館
所
蔵（

１
）の
相
撲
資
料

か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

本の森を歩く 第 17 回



14国立国会図書館月報 687/688号 2018.7/8

　

当
時
の
相
撲
人
気
に
あ
や
か
っ
て
、
庶

民
向
け
に
、
由
緒
正
し
き
相
撲
の
故
実
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
当
時
の
支
度
部

屋
や
稽
古
の
様
子
な
ど
も
網
羅
し
た
も

の
。
広
く
一
般
に
普
及
し
た
相
撲
資
料
と

し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
、
朝
鮮
、
イ
ン
ド
、
日
本
に
お
け

る
相
撲
の
始
ま
り
、
相す

ま
い
の
せ
ち
え（
２
）

撲
節
会
、
勧
進
相

撲
の
始
ま
り
、
御
前
相
撲
土
俵
の
故
実
、

四
十
八
手
の
古
法
、
横
綱
の
免
許
状
、
弓

取
り
の
始
ま
り
と
い
っ
た
歴
史
か
ら
、
特

に
大
き
な
力
士
や
技
量
が
優
れ
注
目
さ
れ

た
力
士
、
行
司
の
姓
名
な
ど
最
新
の
情
報

ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
忠
義

水
滸
傳
』
や
『
三
才
圖
會
』
に
見
ら
れ
る

相
撲
や
、
宮
中
庭
上
に
お
け
る
相
撲
節
会
、

御
前
相
撲
の
土
俵
及
び
土
俵
入
り
、
勧
進

相
撲
の
木
戸
前
や
土
俵
入
り
、
支
度
部
屋

や
会
所
、
稽
古
の
様
子
（
図
①
）
を
伝
え

る
貴
重
な
図
版
も
掲
載
。

　

巻
頭
の
石
川
雅
望
の
序
に
は
、「
昔
の

相
撲
は
品
格
の
あ
る
厳
か
な
朝
廷
の
儀
式

で
、
相す

ま
い
び
と

撲
人
も
部
こ
と
り
の
つ
か
い（
３
）

領
使
に
よ
り
全
国
か

ら
厳
選
さ
れ
た
三
十
人
ほ
ど
で
あ
っ
た

が
、
今
の
世
の
勧
進
相
撲
で
は
そ
の
数
は

四
、五
百
人
余
り
と
な
り
、
人
気
を
極
め

て
い
る
、
松
寿
楼
（
焉
馬
）
の
兄
さ
ん
は

た
い
そ
う
な
相
撲
好
き
で
、
日
々
相
撲
と

か
か
わ
っ
て
い
て
、
こ
の
た
び
と
て
も
興

味
深
い
珍
し
い
相
撲
の
本
を
作
っ
た
、
そ

の
苦
労
は
賞
賛
に
値
す
る
」
と
い
っ
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。

図①　「相撲稽古圖」 年寄(親方)らが見守る中、稽古に励む力士たち。〔錣山〕喜平次、〔粂川〕新右エ門、
〔友綱〕良助など勧進元、差添、世話役を勤めていた年寄たちの名前も確認できる。

一、
角か

く
て
い觝
詳
説 

活か
つ

金
剛
傳

『角觝詳説 活金剛傳』　松壽樓永年 撰　歌川國直、歌川
國丸 画　永壽堂西村屋與八 文政 11(1828)　< 請求記
号 214-181>
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『
活
金
剛
傳
』
の
続
編
。
現
代
の
写
真

入
り
相
撲
名
鑑
に
あ
た
る
資
料
で
、
江
戸

後
期
に
活
躍
し
て
い
た
力
士
た
ち
の
姿
が

よ
く
わ
か
る
、
楽
し
く
興
味
深
い
資
料
で

あ
る
。

　
「
弓
取
土
俵
入
之
圖
」
の
後
、
八
八
人

の
力
士
の
名
鑑
（
所
属
部
屋
、
出
身
地
、

し
こ
名
の
変
遷
、
召
し
抱
え
て
い
た
藩
主

な
ど
を
記
す
（
図
②
③
））
や
江
戸
相
撲

年
寄
（
三
一
人
）、
行
司
（
一
〇
人
）
の

一
覧
、
主
な
行
司
の
軍
配
団
扇
の
図
を
掲

載
。
な
お
、
名
鑑
部
分
は
立
行
司
木
村
庄

之
助
ら
の
校
合
を
経
て
お
り
、
焉
馬
が
相

撲
界
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。

　

巻
頭
に
前
編
同
様
、
石
川
雅
望
の
序
が

あ
る
。
そ
の
序
に
は
、
前
編
よ
り
も
子
細

に
、
力
士
の
肖
像
や
化
粧
ま
わ
し
の
紋
印

も
紹
介
す
る
な
ど
、
焉
馬
の
力
の
入
れ
よ

う
が
普
通
で
は
な
い
こ
と
、
宮
中
に
お
け

る
相
撲
節
会
は
、
音
楽
を
奏
で
る
中
で
行

わ
れ
た
立
派
で
美
し
い
公
事
だ
っ
た
こ

と
、
昔
は
相
撲
人
を
左
右
に
分
け
各
取
組

を
一
さ
し
と
い
っ
た
が
、
今
は
東
西
に
分

け
一
番
と
い
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。

図②　化粧まわしを付けた「大空武左衛門」
( 身の丈が七尺二寸五分あった大男 )。

二
、
相
撲
金
剛
傳　

二
編

『相撲金剛傳　二編』　蓬莱山人 撰　歌川國安 画　
木村庄之助、式守伊之助 校合　木村庄太郎、式
守与太夫、木村多司馬 再校　永壽堂西村屋與八 
文政 11(1828)　< 請求記号 132-201>

図③　「四ッヶ峯東吉」「稲妻雷
五郎」「高砂浦右衛門」「鳴滝又
右衛門」が描かれている。
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決
ま
り
手
の
原
型
を
探
る
こ
と
の
で
き
る

重
要
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ま
わ
し
の
締
め
方
、
支
度
部
屋
、
し
こ
ふ

み
、
立
ち
合
い
、
取
組
、
土
俵
入
り
の
様
子

を
図
版
で
示
し
た
後
、
相
撲
の
決
ま
り
手
で

あ
る
四
十
八
手
（
か
も
の
い
れ
く
び
、
む
か

ふ
づ
き
、
す
く
ひ
な
げ
、
さ
か
手
な
げ
な
ど 

図
④
）
を
描
き
、
そ
れ
に
解
説
を
付
し
た
も

の
。
巻
頭
の
序
に
は
「
相
撲
の
手
免ゆ

る

す
處
、

表お
も
て
か
た方
四
十
八
手
あ
り
、
頭か
し
ら
を
以
て
為
す
を

反そ
り

、
手
を
以
て
為
す
を
捻ひ
ね
り、
腰
を
以
て
為
す

を
投な

げ

、
足
を
以
て
為
す
を
掛か
け

、
四し

て手
に
分
れ

十
二
手
つ
ゝ
四
十
八
手
と
な
る
」
と
あ
る
。

四
十
八
手
な
ど
の
描
き
方
が
、
初
版
で
は
一

頁
、
二
図
で
あ
る
が
、
再
刻
で
は
一
頁
、
一

図
に
変
更
さ
れ
、
序
文
も
削
ら
れ
て
い
る
。

　
「
相
撲
四
十
八
手
」
と
い
う
表
現
は
、『
庭

訓
往
来
』
や
『
節
用
集
』
な
ど
に
も
見
え
、

元
は
決
ま
り
手
が
複
雑
多
岐
に
渡
る
と
い
う

意
味
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
期
に
『
相
撲
之
圖

式（
４
）』
が
刊
行
さ
れ
、
四
十
八
手
に
具
体
的
な

技
が
あ
て
は
め
ら
れ
る
と
一
般
に
普
及
し
て

い
っ
た
。
ち
な
み
に
現
在
の
大
相
撲
の
決
ま

り
手
は
、
八
十
二
手
と
非
技
（
勇
み
足
な
ど
）

五
種
と
さ
れ
て
い
る
。

三
、
四
十
八
手
最せ

き
と
り
か
が
み

手
鏡

『四十八手最手鏡』　蓬莱山人 撰　歌川國安 畫　
西村屋興八 文政 11(1828)  < 請求記号 209-22>

図④　四十八手の内「かものいれくび」などの「四手を解
説する。「すくひなげ」には「のこれバまきおとしこしひねり
の手になる」と記されている。
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『
四
十
八
手
最
手
鏡
』
の
続
編
で
、
四
十
八

手
の
解
説
な
ど
を
改
訂
し
た
も
の
（
表
紙
図

⑤
）。
巻
頭
に
は
「
前
作
は
誤
り
が
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
道
に
詳
し
い
木
村

松
翁
（
立
行
司
、八
世
木
村
庄
之
助
）
と
図
っ

て
、
取
組
の
様
を
歌
川
国
貞
に
示
し
巧
み
に

写
さ
せ
、
相
撲
好
き
の
子
供
た
ち
も
玩
べ
る

本
に
し
た
」
と
あ
る
。
続
く
「
自
序
」
か
ら

は
、
み
ず
か
ら
「
相
撲
古
実
者
」
と
称
し
、

相
撲
の
決
ま
り
手
の
歴
史
や
基
本
を
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
し
た
様
子
が
窺

え
る
。

　

四
十
八
手
の
解
説
の
前
に
は
、
古
い
時
代

の
大
坂
で
の
勧
進
相
撲
、
明
和
の
頃
の
大
坂

の
関
取
猪
名
川
と
千
田
川
、
横
綱
の
谷
風
梶

之
助
、
小
野
川
喜
三
郎
、
阿お

う
の
ま
つ

武
松
緑
之
助
、

稲
妻
雷
五
郎
、
さ
ら
に
不
知
火
諾
右
衛
門
と

い
っ
た
現
代
で
も
知
ら
れ
る
有
名
力
士
の
土

俵
入
り
と
立
行
司
の
木
村
庄
之
助
、
剣
山
、

岩
見
潟
（
後
の
横
綱
、
秀
ノ
山
）
の
取
組
と

行
司
役
の
式
守
鬼
一
郎
（
図
⑥
）
が
描
か
れ

て
い
る
。
四
十
八
手
の
描
き
方
は
、
前
作
の

一
頁
あ
た
り
、
二
図
（
右
ペ
ー
ジ
図
④
）
か

ら
三
図
に
変
更
さ
れ
、
体
の
線
が
よ
り
緻
密

に
描
か
れ
躍
動
感
も
増
し
て
い
る
（
図
⑦
）。

図⑥　上段余白の「三役弓取始」には、元亀元
年（1570）、織田信長公が、江州常楽寺で相
撲を御覧になった際、勝った宮居眼左衛門に秘
蔵の重藤（籐）の御弓を授けた旨の記載がある。

四
、
力
競
表
裏 

相
撲
取
組
圖
繪

図⑤　「一味清風」と書かれた軍配団扇は、元亀
年中 (1570-73) に関白二条晴良から、相撲を司る
吉田家の追風 (13 世 ) に授けられたのが始まりとさ
れる。

『力競表裏　相撲取組圖繪』　立川焉馬 撰　歌川國貞 畫　木村庄之助 
校合　頂恩堂本屋又助　天保 14(1843)　< 請求記号 209-23>

図⑦　反十二手の内「かものいれくび」「けかへし」
「しゅもくぞり」「きぬかつぎ」「もち出し」「むかふ
つき」の六手を解説する。
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図⑨　横綱の秀ノ山 ( 旧しこ名は立神、岩見潟 )と、そのしこ名にちなむ名勝が描かれている。

　

三
九
人
の
関
取
と
、
そ
の
し
こ
名
に
ち

な
む
名
勝
な
ど
を
紹
介
し
た
図
絵
。
人
気

力
士
を
描
い
て
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
相
撲

絵
（
図
⑧
）
は
、
現
代
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
関
取
と
景
勝
地

を
抱
き
合
わ
せ
た
こ
の
趣
向
は
、
現
代
の

芸
能
界
の
ス
タ
ー
達
の
景
勝
地
で
と
っ
た

写
真
集
に
通
じ
る
も
の
と
い
え
る
。

　

巻
頭
の
「
魚
市
の
町
に
住
む
野
田
舎
」

を
名
乗
る
人
物
の
序
に
は
、
阿
武
松
と
そ

の
連
れ
の
力
士
た
ち
、
焉
馬
、
豊
国
（
国

貞
改
）、
本
屋
又
助
（
頂
恩
堂
）
に
よ
る

酒
宴
の
際
、
又
助
が
先
の
金
剛
伝
の
評
判

の
良
さ
に
便
乗
し
て
、『
関
取
名
勝
圖
繪
』

と
題
し
た
本
を
出
し
た
い
と
い
う
と
、「
よ

く
も
思
い
立
た
ま
う
物
か
な
」
と
皆
が
賛

同
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ

て
い
る
関
取
は
、
そ
の
並
外
れ
た
大
き
さ

か
ら
一
世
を
風
靡
し
た
生い

け
つ
き月
鯨げ
い
た
ざ
え
も
ん

太
左
衛
門

を
始
め
、
剣
山
、
秀
ノ
山
（
図
⑨
）、
不

知
火
な
ど
当
時
の
相
撲
界
を
代
表
す
る
実

力
者
た
ち
で
あ
る
。
巻
末
に
、
相
撲
用
語

を
名
勝
、名
物
に
見
立
て
た
解
説
を
付
す
。　

五
、
関
取
名
勝
圖
繪

『関取名勝圖繪』　談洲樓立川焉馬 撰　國貞
改一陽齋豐國 畫　頂恩堂本屋又助　嘉永
2(1849)　< 請求記号 209-24>

図⑧　相撲絵
（ 左 ）「 柏 戸 宗 五 郎 」 弘 化
4(1847) 
h t t p : / / d l . n d l . g o . j p /
info:ndljp/pid/1313410

（右）「江戸 荒馬大五郎」安政
6(1859) 
h t t p : / / d l . n d l . g o . j p /
info:ndljp/pid/1303931
歌川豊國 画『相撲錦絵』の内



19 国立国会図書館月報 687/688 号 2018.7/8

　

伝
説
上
の
勇
猛
果
敢
な
最ほ
て（
５
）手た
ち
の
逸
話

を
題
材
に
し
て
、合
巻
に
仕
立
て
た
も
の
。『
今

昔
物
語
』
や
『
古
今
著
聞
集
』『
源
平
盛
衰
記
』

収
録
の
話
な
ど
が
江
戸
時
代
風
に
脚
色
さ
れ

て
い
て
、
想
像
の
世
界
が
展
開
し
、
娯
楽
的

な
要
素
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

天
皇
家
の
後
継
争
い
に
絡
む
、
貴
族

紀き
の
な
と
ら

名
虎
と
伴と
も
の
よ
し
お

善
雄
（
男
）
の
有
名
な
相
撲

対
決
に
始
ま
り
、
仁
王
宗
平
、
鬼
蔵
大
夫

永な
が
す
え季
、
小
熊
伊こ
れ
な
り成
（
図
⑩
）
と
い
っ
た
類
稀

な
怪
力
無
双
の
最
手
た
ち
が
登
場
す
る
、
猛

獣
や
化
け
物
退
治
の
英
雄
談
が
続
く
。
越
後

国
の
相
撲
男
、
佐
伯
氏
長
に
力
を
与
え
、
相

撲
節
会
で
勝
た
さ
し
め
名
を
あ
げ
さ
せ
た
、

近
江
国
高
嶋
の
大お

お
い
こ

炊
子
と
い
う
、
尋
常
で
な

い
女
の
力
持
ち
の
逸
話
な
ど
も
興
味
を
そ
そ

ら
れ
る
。
本
書
は
相
撲
を
深
く
愛
し
た
焉
馬

の
、
戯
作
者
と
し
て
の
本
領
が
窺
え
る
楽
し

い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
作
品
で
あ
る
。

　

＊　

＊　

＊

　

相
撲
に
魅
入
ら
れ
、
行
司
や
力
士
と
親
交

の
あ
っ
た
立
川
焉
馬
と
い
う
い
ち
戯
作
者

に
よ
る
相
撲
関
係
の
著
作
は
、
相
撲
人
気
に

拍
車
を
か
け
た
だ
け
で
な
く
、
江
戸
後
期
の

相
撲
の
実
態
を
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
記
録

資
料
と
も
な
っ
て
い
て
、
庶
民
に
根
付
い
て

い
っ
た
相
撲
文
化
の
奥
深
さ
の
一
端
も
垣
間

見
え
る
。

六
、
相す

ま

い撲
推す

い
こ
で
ん

故
傳

( 注 1) 二世立川焉馬の相撲関係の著作で、当館未
所蔵のものに、相撲の起源、故実や相撲節会時代
の最手たちの逸話などを記した『相撲節會銘 傳々』( 歌
川豊国画　天保 16 年序 ) があり、東北大学附属図
書館狩野文庫がその初編 ( 上下、2 冊 ) を所蔵して
いる。
( 注 2) 天皇が宮中で、諸国から召し集められた相撲
人の相撲を諸臣と観覧した儀式。
( 注 3) 相撲節会に相撲人を召し出すために、諸国に
派遣された使者。相撲使（すまいのつかい）。
( 注 4) 相撲之圖式 6 帖　新編稀書複製会叢書 第
42 巻　臨川書店　1991
< 請求記号 KH5-E2>　
( 注 5) 朝廷に召し出された最高位の相撲人。

参考文献
・『日本相撲史 上巻 ( 神代から江戸時代 ) 』酒
井 忠 正 著 大日本 相 撲 協 会 1956 < 請 求 記 号
788.1-Sa394n>
・『江戸時代大相撲』古河三樹 著　雄山閣出版　
1968　< 請求記号 KD971-2>
・『相撲の歴史』新田一郎〔著〕講談社　2010
< 請求記号 KD971-J51>
・『史料集成 江戸時代相撲名鑑』　2 冊 ( 上、下 )
飯田昭一 編　日外アソシエーツ　2001　< 請求記
号 KD9-G42>

『相撲推故傳』　立川焉馬 著　歌川國安、歌川國直 
画　岩戸屋喜三郎；永壽堂西村屋與八　文政 13- 天保
3(1830-1832)
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10304016

図⑩　初編表紙（上）には大熊を打ち殺した小熊伊成、二編
表紙（右）には天狗と力比べをした真髪成村といった、いずれ
も類稀な怪力無双の最手たちが描かれている。
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お手紙は変体仮名で
藤 田 　 壮 介

資料の世界の歩き方
変体仮名でめぐる資料あれこれ 7

1

2

う
～
ん
。
こ
れ
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
？

ど
う
し
た
の
？

あ
っ
、
ち
ょ
う
ど
良
い
と
こ
ろ
に
！ 

な
ん
か
こ
ん
な
紙
が
置
い

て
あ
っ
て
ね
、「
お
は
な
し
も
ふ
し
あ
げ
た
き
ぎ
ご
ざ
そ
ろ
あ
い

だ
ゆ
ふ
か
た
…
…
お
ん
い
で
べ
く
さ
る
く
だ
…
」
っ
て
書
い
て

あ
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
っ
て
な
ん
な
の
？
お
話
し
た
い
こ
と
が

あ
る
、
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ん
な

い
よ
。

ど
れ
ど
れ
、
ま
ず
は
読
め
て
い
な
い
文
字
を
説
明
し
よ
う
か
。

1
は
、「
与
」
の
字
が
崩
れ
て
で
き
た
「
よ
」
で
、
2
は
「
梨
」

の
字
が
崩
れ
て
で
き
た
「
り
」
だ
よ
。
最
後
の
文
字
は
振
り
仮

名
が
無
い
け
ど
、
途
中
に
出
て
く
る
「
そ
ろ
」
と
振
り
仮
名
が

付
け
ら
れ
て
い
る
文
字
と
同
じ
だ
ね
。「
候
」
と
い
う
漢
字
な
ん

だ
け
ど
、「
そ
う
ろ
う
」
の
音
が
変
化
し
て
「
そ
ろ
」
と
読
ま
れ

る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
後
半
は
「
ゆ
ふ
か
た
よ
り
お
ん
い
で
べ
く
さ
る
く
だ

候
」
？ 

ど
う
い
う
こ
と
？

「
べ
く
」「
さ
る
」「
く
だ
」
の
部
分
の
漢
字
「
可
被
下
」
に
は
、

間
に
片
仮
名
の
レ
み
た
い
な
記
号
（　

）
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
順
番
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
読
ま
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
よ
。

だ
か
ら
「
ゆ
ふ
か
た
よ
り
お
ん
い
で
く
だ
さ
る
べ
く
候
」
と
な

る
ね
。
夕
方
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
、
だ
っ
て
。

ひ
っ
く
り
返
し
て
読
む
、っ
て
な
ん
な
の
？ 

も
～
、日
本
語
じ
ゃ

な
い
の
!? 

あ
っ
、
で
も
も
う
す
ぐ
夕
方
だ
か
ら
行
く
準
備
を
し
な
く
っ

ち
ゃ
。
忙
し
い
か
ら
今
回
は
も
う
お
し
ま
い
ね
。
さ
よ
な
ら
～

梨
与 1

2

一
通
目

可
被
下
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3希
年 御

文

申

上

候
御

5

御

4

3

4

ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
、
ど
こ
に
行
く
つ
も
り
？

あ
れ
、
そ
う
い
え
ば
場
所
が
書
い
て
な
い
な
あ
。
ほ
か
に
は
何

も
ヒ
ン
ト
が
な
い
し
…
ね
え
、
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思
う
？

ふ
ふ
ふ
、
実
は
こ
の
紙
を
置
い
た
の
は
僕
な
ん
だ
。
今
回
は
手
紙

の
書
き
方
の
例
文
で
変
体
仮
名
を
覚
え
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
。

え
～
！ 

誰
か
オ
イ
ラ
を
好
き
な
子
か
ら
の
呼
び
出
し
か
と
思
っ

た
の
に
！

だ
ま
し
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
。
普
通
は
手
紙
に
振
り
仮
名
な
ん
て

な
い
か
ら
、
お
か
し
い
っ
て
気
付
か
れ
ち
ゃ
う
か
な
と
思
っ
た

け
ど
、
す
っ
か
り
信
じ
て
た
ね
。

な
ん
だ
よ
、
そ
れ
ー
ー
。 

さ
て
、
じ
ゃ
あ
他
の
も
の
も
見
て
み
よ
う
か
。
二
通
目
を
読
ん

で
み
て
。「
御
」「
文
」「
申
」「
上
」「
候
」
は
漢
字
だ
よ
。

え
～
、
読
ま
な
き
ゃ
ダ
メ
？ 

さ
っ
き
の
で
や
る
気
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
な
あ
。
ま
あ
し
ょ
う
が
な
い
か
。「
御
あ

…
さ
…
よ
り
の
御
文
た
し
か
に
御
と
ゞ
…
申
上
候
」。
短
い
の
に

け
っ
こ
う
て
ご
わ
い
ぞ
。

じ
ゃ
あ
説
明
し
て
い
く
ね
。
3
は
「
年
」
と
い
う
字
が
崩
れ
て

で
き
た
「
ね
」。　
　
　

→　
　
　

と
変
化
し
て
い
っ
た
ん
だ
。

5
は
「
満
」
か
ら
で
き
た
「
ま
」。
こ
れ
は
前
に
も
出
て
き
た
字

だ
け
ど
、
そ
の
時
よ
り
も
も
っ
と
崩
れ
た
パ
タ
ー
ン
だ
ね
。

前
に
出
て
き
た
時
は
サ
ン
ズ
イ
が
縦
棒
に
な
っ
て
残
っ
て
い
た

け
ど
、
も
う
そ
れ
も
分
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
じ
ゃ
ん
。

4
は
「
希
」
と
い
う
漢
字
が
元
に
な
っ
て
で
き
た
文
字
で
「
け
」

だ
よ
。　
　
　

→　
　
　

→　
　
　

の
よ
う
な
崩
れ
方
だ
ね
。

全
体
は
「
御
姉あ

ね

さ
ま
よ
り
の
御
文
、
慥

た
し
か

に
御
と
ゞ
け
申
上
候
」

と
な
る
ね
。

二
通
目

行ってきまーす！満 5
ま

5 月号で
勉強した「ま」

今回の「ま」

同じ「満」なのに

違いすぎ！
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ど
う
せ
ま
だ
終
わ
り
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
？ 

次
は
ど
れ
読
む

の
？

良
く
分
か
っ
て
る
ね
。
三
通
目
は
こ
れ
。
さ
っ
き
も
出
て
き
た

「
御
」「
候
」
の
他
に
、「
近
」「
学
校
」「
存
」
が
振
り
仮
名
な
し

で
使
わ
れ
て
い
る
よ
。

え
～
と
、「
近
ご
ろ
は
え
い
ご
学
校
へ
…
御
か
よ
ひ
な
…
れ
候
よ

し
御
う
ら
や
ま
し
う
存

ぞ
ん
じ

候
」
か
な
。
7
は
前
に
出
て
き
た
「
楚
」

に
似
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
け
ど
、
違
う
感
じ
も
す
る
し
。

じ
ゃ
あ
7
か
ら
説
明
し
よ
う
か
。
た
し
か
に
「
楚
」
と
ち
ょ
っ

と
だ
け
似
て
い
る
よ
う
な
感
じ
も
す
る
け
ど
、
こ
れ
は
「
左
」

が
元
に
な
っ
た
「
さ
」
だ
よ
。
い
ま
習
う
平
仮
名
の
「
さ
」
も

同
じ
く
「
左
」
が
元
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
崩

れ
方
が
違
う
ね
。　
　

→　
　
　

→　
　

と
い
う
風
に
、
も
っ

と
崩
れ
て
い
く
と
い
ま
の
「
さ
」
に
な
る
ん
だ
。

文
字
の
最
初
の
部
分
は
さ
っ
き
の
「
希け

」
と
似
て
る
ね
。

さ
て
、
6
は
「
茂
」
が
元
に
な
っ
た
「
も
」。
言
わ
れ
て
見
れ
ば

そ
ん
な
に
崩
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
で
し
ょ
？

全
体
だ
と
「
近
頃
は
英
語
学
校
へ
も
御
か
よ
ひ
な
さ
れ
候
よ
し
、

御
う
ら
や
ま
し
う
存
候
」
っ
て
こ
と
か
。
こ
れ
、
オ
イ
ラ
の
こ

と
を
羨
ま
し
が
っ
て
る
み
た
い
だ
！

あ
れ
っ
、
君
っ
て
英
語
学
校
に
通
っ
て
た
っ
け
？

イ
エ
ス
、
ア
イ
ス
タ
デ
ィ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
！ 

こ
な
い
だ
か
ら

通
い
始
め
た
ん
だ
。

へ
～
、
初
耳
だ
よ
。
急
に
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
？

墨
の
国
・
メ
キ
シ
コ
に
行
く
卒
業
旅
行
に
向
け
て
勉
強
し
な
き
ゃ

と
思
っ
て
ね
。
ふ
ふ
ん
。

近

存 学

校

御

候

御

候

6

7

左
茂 6

7

旅支度、旅支度～♪

三
通
目
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8勢

之

処

由

奉

候

御

御

之

之

候

8

候

…
英
語
の
勉
強
も
い
い
け
ど
、
メ
キ
シ
コ
に
行
く
な
ら
ス
ペ
イ

ン
語
を
勉
強
す
る
方
が
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

え
っ
、
そ
う
な
の
!? 

英
語
を
勉
強
し
て
お
け
ば
大
丈
夫
だ
と

思
っ
た
の
に
…
し
ょ
ぼ
ぼ
ー
ん
。

ま
あ
ま
あ
、
英
語
の
勉
強
も
無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
よ
。

気
を
取
り
直
し
て
、
最
後
は
ち
ょ
っ
と
長
め
の
手
紙
を
読
ん
で

ご
ら
ん
。

あ
っ
、今
回
は
も
う
こ
れ
で
お
し
ま
い
な
ん
だ
。
じ
ゃ
あ
頑
張
っ

ち
ゃ
う
よ
。

漢
字
も
結
構
混
ざ
っ
て
い
る
け
ど
、
今
ま
で
に
出
て
き
た
も
の

も
多
い
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
ね
。
ま
だ
出
て
き
て
な
く
て
読
み
に

く
そ
う
な
の
は
、「
之
」「
処
」「
由
」「
奉
」
く
ら
い
か
な
。「
候
」

も
ま
た
違
う
形
に
な
っ
て
い
る
か
ら
気
を
つ
け
て
ね
。

よ
～
し
、
気
合
入
れ
て
読
む
ぞ
！
「
か
ね
て
御
が
さ
く
之
処
、

こ
ん
ぱ
ん
い
よ
〳
〵
ご
ら
く
せ
い
す
で
に
御
ひ
き
う
つ
り
之
由よ

し

、

な
ん
ざ
ん
奉

た
て
ま
つ
り

候
。
い
さ
ゝ
か
か
ぎ
之
し
る
し
ま
で
に
い
た
み

さ
け
ひ
と
た
る
し
ん
ら
ん
…
し
め
候
。
御
せ
う
な
う
く
だ
さ
る

べ
く
候
。
以
上
。」

と
て
も
良
く
読
め
て
る
じ
ゃ
な
い
か
。「
奉
」
を
読
む
順
番
も
い

い
し
、
8
以
外
は
ば
っ
ち
り
だ
ね
。

へ
へ
へ
。
オ
イ
ラ
も
気
持
ち
よ
く
読
め
た
よ
！ 

で
も
8
は
な
ん

だ
ろ
う
？

こ
れ
は
元
々
の
漢
字
か
ら
そ
ん
な
に
大
き
く
崩
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
ね
。「
勢
」
と
い
う
字
が
元
に
な
っ
て
い
て
、「
せ
」

の
変
体
仮
名
だ
よ
。
全
体
を
読
む
と
家
の
新
築
お
祝
い
の
お
手

紙
に
な
っ
て
い
る
ね
。

「
兼か
ね
て而
御
家が
さ
く作
之
処
、
今こ
ん
ぱ
ん般
愈い

よ
〱

御ご

落ら
く
せ
い成
、
既す
で
に
御
引ひ
き
う
つ
り移
之
由

奉
二

南な
ん
ざ
ん山

一
候
。
聊
い
さ
さ
か

賀か

ぎ儀
之
印し
る
し

迄ま
で
に
伊い
た
み
さ
け

丹
酒
壱ひ
と
た
る樽
進し
ん
ら
ん覧
せ
し

め
候
。
御
笑せ
う
な
う納
可
レ
被
レ
下
候
。
以
上
。

四
通
目

免 9
め

9
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目上の人へのお手紙は

キンチョーするな～

ふ
～
、
今
日
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
か
。
と
こ
ろ
で
今
回
は
け
っ

こ
う
漢
字
も
使
わ
れ
て
い
た
け
ど
、「
御
」
と
か
「
候
」
っ
て
、

同
じ
字
で
も
い
ろ
ん
な
形
で
出
て
く
る
ん
だ
ね
。

そ
う
だ
ね
。
そ
の
二
つ
は
頻
繁
に
使
う
字
だ
し
、
使
わ
れ
る
位

置
か
ら
だ
い
た
い
推
測
で
き
る
か
ら
、
も
の
す
ご
く
簡
略
化
さ

れ
て
書
か
れ
て
も
、読
み
手
に
伝
わ
る
ん
だ
よ
。「
候
」
な
ん
て
、

ほ
と
ん
ど
一
つ
の
点
み
た
い
に
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
。

「
候
」
が
点
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
！ 

ま
あ
そ
れ
で
伝
わ
る
ん
な
ら
、

オ
イ
ラ
は
あ
ん
ま
り
動
か
な
い
で
す
む
か
ら
い
い
け
ど
…

手
紙
だ
か
ら
、
受
け
取
る
人
に
き
ち
ん
と
伝
わ
れ
ば
そ
れ
で
い

い
ん
だ
よ
。

そ
っ
か
。
と
こ
ろ
で
今
回
読
ん
だ
も
の
は
な
ん
だ
っ
た
の
？

「
英
語
学
校
」
と
い
う
言
葉
も
出
て
き
て
い
た
し
、
少
し
新
し

い
感
じ
が
す
る
よ
ね
。
今
回
は
、
手
紙
の
例
文
を
載
せ
た
、
明

治
16
年
と
明
治
20
年
に
出
版
さ
れ
た
二
種
類
の
本
の
例
文
を
読

ん
で
も
ら
っ
た
よ
。

明
治
の
人
は
こ
う
い
う
本
を
参
考
に
手
紙
を
書
い
て
た
ん
だ

ね
。

今
み
た
い
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
参

考
書
は
役
に
立
っ
た
だ
ろ
う
ね
。
今
回
紹
介
し
た
も
の
の
他
に

も
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
出
版
さ
れ
て
い
る
よ
。

オ
イ
ラ
も
こ
の
本
で
手
紙
の
書
き
方
練
習
し
よ
う
か
な
。
な
ん

か
漢
字
に
も
慣
れ
て
き
た
し
。

そ
う
だ
ね
。
手
紙
で
使
わ
れ
る
言
い
回
し
も
勉
強
で
き
る
し
、

いわゆる候文で頻繁に用いられる「御」や「候」は、その使用
頻度の高さから、非常に簡略化された形で書かれることもあり、
実際の文書中に現れる形に多くのバリエーションがあります。
これらの文字を手紙に用いる場合には、どの程度の崩れ方で書
き表すかをその受け取り手の身分に応じて決めるという規範も
存在していたようです。

たとえば、「御」の字は、江戸幕府の右筆を務めた山下金助が例
示するところによれば、「上々」「中」「下」の区別がありました

（左①）。また、「候」も、多くは「　　」で良いものの、特に丁
寧に書く場合には違う字体を選択せよ、と指南する本も出され
ています（左②）。宛名につける「殿」の字も、別の人物の証言
によれば、なんと 7 種類の使い分けがあったそうです（左③）。

手紙の文字からは、その意味
内容だけでなく、手紙の書き
手と受取り手との力関係も
透けて見えてきます。

文字の崩し方と格式

②候のいろいろ

③殿のいろいろ
ランクによって呼び名もついている

①御のいろいろ

上
々
に
用
ふ

中
に
用
ふ

中
に
用
ふ

下
に
用
ふ

①『消息文変遷 : 一名かりのゆくへ』
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1870336/83
②『改正増補江戸大節用海内蔵 . 乾』
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1911097/86
③『消息文変遷 : 一名かりのゆくへ』
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1870336/84
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（
絵
・
正し

ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月

）

振
り
仮
名
か
ら
推
測
し
て
漢
字
の
崩
れ
方
も
な
ん
と
な
く
覚
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
古
い
手
紙
を
読
む
時
に
役
に
立
つ
知
識
を

身
に
付
け
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
ね
。

よ
し
、
読
ん
で
み
る
ぞ
～
～
。

燃
え
て
る
ね
～
。
こ
の
調
子
な
ら
も
う
教
え
な
く
て
も
自
分
で

覚
え
て
い
け
る
か
な
。

っ
て
こ
と
は
、
も
う
卒
業
!?

う
ん
、
次
回
で
卒
業
っ
て
こ
と
に
し
よ
う
！

や
っ
た
ー
！ 

卒
業
旅
行
だ
！ 

で
も
…

あ
れ
っ
、
さ
び
し
く
な
っ
て
き
た
？ 

そ
ん
な
こ
と
な
い
や
い
！

さびしがりやさんに

宿題だよ

See also...

本誌 1 月号の「国立国会図書館にない本　明
治前期の手紙作法の本」でも、手紙の書き方
の本を紹介しています。

＜出典＞

●明治女用文 : 四季類語 . 1
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/867343
9 コマ目＝今回紹介した（以下同）一通目、29
コマ目＝四通目

●小学作文書簡日用文
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/866991
17 コマ目＝二通目、21 コマ目＝三通目、35 コ
マ目＝宿題

宿
題

６
月
号
宿
題
の
答
え

余よ

が
性

う
ま
れ
つ
き質
旅た

び行
を
好こ

の
み
、
幸

さ
い
わ
いに
其そ

の

機お

り会
を
得ゑ

て
、
万

ま
ん
ゑ
ん延
申さ

るの
年と

し
は
じ
め
て
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
に

航こ
う
か
い
海
し
、
其

そ
の
ゝ
ち後
文ぶ

ん
き
う久
戌い

ぬの
年と

し
は
欧よ

ふ
ろ
つ
ぱ

羅
巴
の
諸し

よ
こ
く
国
を
巡ま

は
り歴
し
。
今こ

と
し茲
は
又ま

た
ワ
シ
ン
ト
ン
ニ
ュ
ー
ヨ

ル
ク
へ
行ゆ

き
、
都つ

が
ふ合
三み

た
び度
外く

わ
い
こ
く

国
の
旅た

び行
せ
し
が
、
い
ろ
〳
〵
珍め

つ
らし
き
事こ

と
を
見み

き聞ゝ
し
、
其そ

の

国く
に
〳
〵々

の
人

に
ん
ぜ
う情
風ふ

う
ぞ
く
俗
も
分わ

か
り
て
心こ

ゝ
ろ
ゑ
得
と
な
る
こ
と
ゞ
も
少

す
く
なか
ら
ず
。
依よ

つ
て
私

ひ
そ
かに
考

か
ん
が
ふる
に
、
我わ

が

日に
ほ
ん
こ
く

本
国

も
近き

ん
ら
い
来
は
追

お
い
〳
〵々

外ぐ
わ
い
こ
く
じ
ん

国
人
と
親し

た
し
く
な
り
、
殊こ

と
に
去き

ょ
ね
ん
年
の
夏な

つ
は
、
外

ぐ
わ
い
こ
く
国
に
勝か

つ
て手
に
行ゆ

く
べ
し
と

の
官お

ゆ
る
し
許
も
あ
り
、
同ど

う
じ時
に
太

た
い
へ
い
か
い

平
海
の
飛

ひ
き
や
く
せ
ん

脚
船
は
出で

き来
、
い
よ
〳
〵
双そ

う
ほ
う
方
の
交

ま
じ
はり
厚あ

つ
か
る
べ
き
兆

し
る
し

に
て
、
こ
の
後の

ち

日に
ほ
ん
じ
ん

本
人
の
外

ぐ
わ
い
こ
く
国
へ
往わ

う
ら
い
来
す
る
も
の
必

か
な
ら
す

多お
ほか
る
べ
し
と
思お

も
ひ
ぬ
れ
は
、
其そ

の

輩
と
も
か
らの

手て
び
き引
の
た
め
、
飛

ひ
き
や
く
せ
ん

脚
船
の
模も

や
う様
・
乗

じ
や
う
せ
ん
船
の
時と

き
の
心

こ
ゝ
ろ
へ
か
た

得
方
な
ど
、
こ
の
度た

び

見み
き聞ゝ
せ
し
だ
け
を
書

か
き
あ
つ
め
集
、

又ま
た

先せ
ん
ね
ん年
欧よ

う
ろ
つ
ぱ

羅
巴
へ
行ゆ

き
し
と
き
書

か
き
と
め
お
き

留
置
し
日に

つ
き記
、
其

そ
の
ほ
か外
原げ

ん
し
ょ
書
の
中う

ち
よ
り
も
抜ぬ

き
が
き
萃
し
か
れ
こ
れ

取と
り
あ
つ
め

集
て
一い

ち
さ
つ
冊
に
綴つ

ゝ
りり
、
是こ

れ
を
西

せ
い
や
う
た
び
あ
ん
な
い

洋
旅
案
内
と
題だ

い
せ
り
。



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
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著
名
人
で
も
な
け
れ
ば
、
悲
劇
的
な
人
生
を

歩
ん
だ
人
物
で
も
な
い
、
い
わ
ゆ
る
市
井
の
人

の
一
生
を
、
一
次
史
料
を
通
し
て
ま
る
ご
と
追

体
験
す
る
―
―
そ
ん
な
貴
重
な
展
示
会
が
、
戦

後
70
年
の
初
夏
に
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
で
開

催
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
の
図
録
で
あ
る
。

　

昭
和
5
年
、
長
野
県
か
ら
12
歳
で
横
浜
郊

外
の
根
岸
に
あ
る
時
計
屋
に
奉
公
に
出
さ
れ

た
下
平
政
熙
氏
は
、
仕
事
の
メ
モ
と
し
て
、

ま
た
故
郷
へ
の
手
紙
の
ネ
タ
帳
と
し
て
日
記

を
つ
け
は
じ
め
た
。
日
記
は
亡
く
な
る
前
日

ま
で
、
じ
つ
に
64
年
間
書
き
続
け
ら
れ
た
。

そ
の
記
述
を
追
い
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
当
時

の
市
民
の
生
活
に
関
す
る
所
蔵
品
を
展
示
す

る
こ
と
で
、立
体
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

奉
公
人
と
し
て
の
忙
し
い
生
活
、
休
日
に

楽
し
ん
だ
活
動
写
真
や
百
貨
店
、
防
空
演
習

や
隣
組
、
徴
兵
検
査
、
横
浜
大
空
襲
。
戦
中

の
暮
ら
し
が
、
下
平
氏
の
目
を
通
し
て
臨
場

感
豊
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
召
集
さ
れ
る
も

脚か
っ
け気

で
即
日
帰
郷
を
命
じ
ら
れ
れ
ば
「
喜
ん

だ
の
は
主
人
の
み
、
自
分
は
残
念
な
の
と
申

訳
な
い
の
で
一
ぱ
い
だ
」。
再
度
召
集
さ
れ
、

中
国
大
陸
で
終
戦
を
迎
え
た
が
、戦
後
は「
敗

戦
国
日
本
を
建
直
す
た
め
、家
を
興
す
為
に
」

と
記
し
て
い
る
。
当
時
の
多
く
の
人
が
そ
う

だ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
出

来
事
を
き
わ
め
て
素
直
に
受
け
止
め
て
い
る

の
が
印
象
的
だ
。
残
念
な
が
ら
出
征
中
の
日

記
は
無
い
。
も
し
書
い
て
い
た
ら
（
残
っ
て

い
た
ら
）
ど
ん
な
記
述
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

長
野
の
家
族
は
昭
和
15
年
に
満
州
に
渡
っ

た
が
、
引
き
揚
げ
の
苦
労
で
多
く
が
亡
く

な
っ
た
。
生
き
延
び
た
14
歳
年
下
の
弟
を
下

平
氏
は
引
き
取
り
、
奉
公
先
を
出
て
二
人
で

暮
ら
し
始
め
る
。
そ
の
際
の
料
理
を
弟
が
メ

モ
し
た
も
の
が
「
炊
事
日
記
」。
戦
後
す
ぐ

の
食
糧
難
の
時
代
の
食
生
活
が
垣
間
見
え
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
30
歳
で
独
立
開
業
、
34
歳
で
結
婚
。

結
婚
前
に
婚
約
者
と
か
わ
し
た「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」

が
、
夫
と
妻
の
双
方
残
さ
れ
て
い
る
の
が
微
笑

ま
し
い
。「
な
ご
や
か
な
春
の
訪
づ
れ
と
共
に

す
く
〳
〵
と
延
び
る
愛
の
芽
を
何
に
例
え
た
ら

よ
ろ
し
い
で
せ
う
か
」。
現
代
人
か
ら
す
る
と

気
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
、
し
か
し
う
ら
や
ま
し

く
も
感
じ
る
一
コ
マ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
横
浜
な
ら
で
は
の
記
述
に
は
、
横
浜

市
民
と
し
て
親
し
み
を
感
じ
る
。
自
転
車
で
得

意
先
を
回
っ
た
関
内
の
官
庁
街
、
休
日
に
で
か

け
た
伊
勢
佐
木
町
、
復
員
し
て
降
り
立
っ
た
桜

木
町
駅
、
食
料
を
求
め
て
の
ぞ
い
た
野
毛
の
ヤ

ミ
市
。
奉
公
先
に
近
い
根
岸
の
丘
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

接
収
さ
れ
た
が
、
今
も
そ
の
エ
リ
ア
は
米
軍
家

族
の
住
宅
だ
。
地
域
の
歴
史
が
、
一
人
の
市
民

の
人
生
の
背
後
に
見
え
て
く
る
。

　

展
示
の
企
画
当
初
は
、
日
記
を
歴
史
的
資

料
と
の
み
と
ら
え
、
普
遍
的
な
部
分
を
抜
き
出

そ
う
と
考
え
て
い
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
下
平

氏
の
人
柄
や
人
生
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
、
む
し
ろ

普
遍
化
で
き
な
い
個
人
の
人
生
を
描
き
な
が
ら

時
代
を
う
か
が
わ
せ
る
手
法
に
変
更
し
た
と
い

う
。そ
の
効
果
は
確
か
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

一
人
一
人
の
人
生
が
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
時
代
や
社
会
、
地

域
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

を
、
さ
り
げ
な
い
な
が
ら
も
力
強
く
伝
え
て

く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。　
　
　
（
古
野 

朋
子
）

時計屋さんの昭和日記
一青年のみた戦中戦後の横浜

横浜都市発展記念館 編
横浜市ふるさと歴史財団 刊
2015.4　95p　26cm
<請求記号　GK191-L319>
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レコードがハート型！？　
愛のファンタジー　東芝　〔昭和 57（1982）年〕【YMA-267-19-2】
　昭和 55（1980）年に公開され世界的にヒットしたフランス映画「ラ・ブーム」の主題歌が収録された、ハート
型のカラーレコードです。通常のレコードは、強化や着色を目的としてカーボン（炭素）を配合しているので黒
いのに対して、カラーレコードは、赤や青などの顔料を配合し製造されています。

　国立国会図書館では、録音資料・映像資料も収集しています。変わったデザインのレコードのほか、ソノシー
トや MD（ミニディスク）など、今では目にする機会が少ないさまざまな媒体を、ぜひご覧ください。

⑤

東京会場　国立国会図書館東京本館　新館展示室 

10.18（木）ー 11.24（土） 

関西会場　国立国会図書館関西館　大会議室 

11.30（金）ー 12.22（土） 

休館日、展示替え等の最新情報は、ホームページ＞国立国会図書
館開館 70 周年記念のページでご確認ください。 

開館 70 周年を記念して、幅広い蔵書の中から魅力ある様々
な本を紹介する展示会を、今秋に行います。本誌では、
会期までの間、主な展示資料を少しずつお見せします。

何これ？

過去を読み、未来を読む。

変わってる！

© ユニバーサル ミュージック
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関
西
館
小
展
示
（
第
24
回
）「
百
花
繚
乱
！
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
世
界
」

　

朝
顔
の
花
の
数
を
数
え
る
夏
の
朝
。
暑
い
日
に
ふ
と
目
に
留

ま
る
、
フ
ヨ
ウ
の
花
の
ど
こ
か
涼
し
げ
な
姿
。
庭
の
金
木
犀
の

香
り
に
秋
の
始
ま
り
を
感
じ
、
色
づ
い
て
い
く
紅
葉
を
見
て
秋

の
深
ま
り
を
感
じ
る
。

　

生
活
を
豊
か
に
彩
っ
て
く
れ
る
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
、
多
く
の

人
に
身
近
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
か
な
り
古
く
、

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
遺
跡
か
ら
約
4
千
年
前
の
花
壇
と
み
ら
れ
る

遺
構
が
発
掘
さ
れ
る
な
ど
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
長
い
時
間
の
中

で
育
ま
れ
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

個
人
が
気
軽
に
楽
し
め
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
文
化
や
産

業
、
医
療
な
ど
、
社
会
的
な
側
面
も
併
せ
持
つ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
。

第
24
回
の
関
西
館
小
展
示
は
「
百
花
繚
乱
！
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

世
界
」
と
題
し
、
多
彩
な
切
り
口
の
本
や
雑
誌
約
１
０
０
点
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
開
催
期
間　

8
月
16
日
（
木
）
～
9
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く

○
開
催
時
間　

9
時
30
分
～
18
時

○
場
所　

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
1
階
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｆ
（
ト
リ
プ
ル
ア
イ
エ
フ
）
に
対
応
し
ま
し
た

　

国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
古
典
籍
資
料
及
び
図
書
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
の
う
ち
、
著
作
権
保
護
期
間
満
了
に
よ
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
る
も
の
（
約
34
万
点
）
を
、
画

像
共
有
の
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
注
目
を
集
め
る
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｆ
（International Im

age Interoperability Fram
ew

ork

）

に
対
応
し
た
方
式
で
も
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
対
応
ビ
ュ
ー
ア
を
用
い
て
、
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
と
他
機
関
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
画
像
を
並
べ
て
見
た
り
、
コ
メ
ン
ト
や

タ
グ
を
付
け
て
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
相
互
運
用
性
が
大
き
く
増
し
ま
す
。

伊藤若冲 画, 田島志一 編『若冲名画集』関西写真製版印刷, 明37.10
<請求記号　400-48>

岩崎常正 著『本草図譜 48』本草図譜刊行会, 
大正5-10 <請求記号　309-66>

第23回関西館小展示「犬も歩めば本になる」
の様子

N D L  T o p i c s

国立国会図書館デジタルコレクションの検索結果一覧画面 
IIIF対応資料にはIIIFのアイコンが表示されます（丸囲みの箇所）
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N D L  T o p i c s
国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
展
―
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

選
定
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
２
０
１
７
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
8
月
7
日
（
火
）
か
ら
8
月
26

日
（
日
）
ま
で
、
展
示
会
「
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書

展
―
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
選
定
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
２
０
１
７
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
と
は
、
本
を
読
む
と
き
に
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
た
り
、
文
字
を
認
識
し
た
り
、
読
ん
で
理
解
し
た
り

す
る
こ
と
に
バ
リ
ア
（
障
害
・
障
壁
）
が
あ
る
子
ど
も
も
障
害

の
な
い
子
ど
も
も
共
に
楽
し
め
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫

さ
れ
た
本
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
国
際
児
童
図
書
評
議

会
）
の
各
国
支
部
が
推
薦
し
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
障
害
児
図
書
資
料
セ

ン
タ
ー
が
２
０
１
７
年
に
選
定
し
た
世
界
21
か
国
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
児
童
図
書
50
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

触
る
絵
本
、
手
話
を
イ
ラ
ス
ト
で
図
解
し
た
本
や
、
点
字
付

き
の
絵
本
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
も
読
み
や
す
い
本
に
加
え

て
、
障
害
を
理
解
す
る
た
め
の
本
な
ど
も
手
に
取
っ
て
ご
自
由

に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
児
童
図
書
の
魅
力
を
ぜ

ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間　

8
月
7
日
（
火
）
～
8
月
26
日
（
日
）

　
　

※
月
曜
日
、
8
月
11
日
（
祝
・
土
）、
8
月
15
日
（
水
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

9
時
30
分
～
17
時

○
会
場 

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
3
階 

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先

　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

平
成
30
年
度
全
国
書
誌
デ
ー
タ
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
研
修
会

　

公
共
図
書
館
、
学
校
図
書
館
等
の
職
員
を
主
な
対
象
と
し
、

標
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
国
立
国
会

図
書
館
が
提
供
し
て
い
る
全
国
書
誌
デ
ー
タ
を
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
具
体
的
な
方
法
と
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
事
業
の
概
要
や
事
業
に
参
加
す
る
利
点
を
ま
と
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
講
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
全
国
書
誌

デ
ー
タ
を
用
い
た
文
献
リ
ス
ト
作
成
や
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
デ
ー
タ
登
録
等
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

○
東
京
本
館
会
場

　

日
時
： 

8
月
3
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　

会
場
：
東
京
本
館 

新
館
3
階 

大
会
議
室

　

定
員
：
30
名

　

申
込
締
切
： 

7
月
27
日
（
金
）

○
関
西
館
会
場

　

日
時
： 

8
月
17
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　

会
場
：
関
西
館 

1
階 

第
1
研
修
室

　

定
員
：
30
名

　

申
込
締
切
： 

8
月
10
日
（
金
）

　

内
容
の
詳
細
お
よ
び
申
込
方
法
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（http://crd.ndl.go.jp/

）
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

関
西
館 

図
書
館
協
力
課 

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係

　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
４
７
５　

　

電
子
メ
ー
ル　

info-crd@
ndl.go.jp

世界のバリアフリー児童図書展ポスター

＃8　東京本館回廊



N D L  T o p i c s
平
成
30
年
度
資
料
保
存
研
修

　　

国
内
の
各
種
図
書
館
員
等
を
対
象
に
、
資
料
保
存
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
資
料
保
存
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

○
会
場
・
日
時

　

東
京
本
館 

新
館
3
階 

大
会
議
室　

9
月
6
日
（
木
）、
7
日
（
金
）

　

関
西
館 

1
階 

第
1
研
修
室　

9
月
28
日
（
金
）

　
　

各
日
9
時
30
分
～
16
時
30
分
（
各
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。）

○
対
象　

国
内
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館
等
に

勤
務
す
る
方

○
内
容　

講
義
：
図
書
館
資
料
の
保
存

　
　
　
　

実
演
：
簡
易
帙
を
作
る

　
　
　
　

実
習
：
①
簡
易
補
修 

②
無
線
綴
じ
本
を
直
す

　
　
　
　
　
　
　

③
外
れ
た
表
紙
を
繋
ぐ

○
持
ち
も
の　

え
ん
ぴ
つ
、
エ
プ
ロ
ン

○
定
員　

東
京
本
館
52
名
（
各
日
26
名
）、
関
西
館
20
名

　

1
機
関
か
ら
の
お
申
込
み
は
1
名
ま
で
と
し
、
申
込
多
数
の
場
合

は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
期
間　

7
月
3
日
（
火
）
10
時 

～
20
日
（
金
）
17
時

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
館
員
の
方
へ > 

図
書

館
員
の
研
修 > 

平
成
30
年
度
の
研
修 > 

平
成
30
年
度
資
料
保
存
研

修
の
ご
案
内
」
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

収
集
書
誌
部 

資
料
保
存
課

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
５
２
１
９
（
直
通
）

　

電
子
メ
ー
ル　

hozonka@
ndl.go.jp

中
高
生
向
け
講
演
会

「
図
書
館
で
！
ネ
ッ
ト
で
！
楽
し
い
古
典
籍
―
お
い

し
い
江
戸
料
理
本
の
世
界
」 

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
中
高
生
向
け
の
読
書
活
動
推
進

の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資

料
館
と
の
共
催
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
中
高
生
に
も
身
近

な
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
使
っ
て
江
戸
時
代
の
料
理
本
を
読
み
解
き

な
が
ら
、
古
典
籍
の
魅
力
や
活
用
法
を
探
り
ま
す
。
当
館
職
員

に
よ
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
も
あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
料
理
や
食
生
活
な
ど
に
関
連
す
る
江
戸
か
ら
現
代
ま

で
の
本
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
【
講
演
会
】

○
日
時　

平
成
30
年
8
月
2
日
（
木
）
14
時
～
16
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

ア
ー
チ
棟
1
階 

研
修
室
1　

○
対
象　

中
学
生
・
高
校
生

○
講
師　

山
本
和
明
氏
（
国
文
学
研
究
資
料
館
古
典
籍
共
同
研
究
事

業
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
特
任
教
授
）

○
定
員　

70
名
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

○
参
加
費　

無
料　

【
展
示
】

○
日
時　

平
成
30
年
7
月
24
日
（
火
）
～
8
月
9
日
（
木
）

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
2
階 

調
べ
も
の
の
部
屋

○
問
合
せ
先　
　

　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

児
童
サ
ー
ビ
ス
課

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
６
５

　

内
容
の
詳
細
お
よ
び
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト>

イ
ベ
ン
ト
情
報>

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
０
８
号

旧
皇
室
典
範
に
お
け
る
男
系
男
子
に
よ
る
皇
位
継
承
制
と
永

世
皇
族
制
の
確
立

異
次
元
金
融
緩
和
を
め
ぐ
る
論
点
―
黒
田
総
裁
下
の
5
年
間

を
振
り
返
っ
て
― 

地
方
消
費
税
の
清
算
基
準
を
め
ぐ
る
経
緯
及
び
論
点

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
３
６
号

市
民
と
〈
設
計
〉
し
た
公
共
空
間

―
太
田
市
美
術
館
・
図
書
館
に
お
け
る
基
本
設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―

大
阪
市
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利

活
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

資
料
を
守
り
、
救
い
、
そ
し
て
残
す
た
め
に

―
東
京
都
立
図
書
館
・
資
料
保
存
の
取
組
―

中
国
に
お
け
る
公
共
図
書
館
法
の
制
定

学
校
と
公
立
図
書
館
の
連
携
に
よ
る
学
校
図
書
館
の
活
性
化

慶
應
義
塾
大
学
「
か
ら
だ
館
」
10
年
間
の
歩
み

―
図
書
館
を
拠
点
に
し
た
健
康
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
総
合
的
ア
プ

ロ
ー
チ
―

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
の
日
本
に
関
す
る
試
験
的

ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
2
年
間
の
歩
み

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
目
録
作
成
と
メ
タ
デ
ー
タ
モ
デ
ル
を
巡
る
研
究
動
向

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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